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　これまで中学部は、行事で大成功を収めてきました。その中で「成功するため
には、継続して努力することが必要だ。」という実感を得ることができたのではな
いかと思います。目標を立て、その目標に向けて一生懸命取り組むこと、その中
で学んだのが「意識→行動→習慣→成果→運命→人生。」でした。目標もただ
掲げるだけでは何の意味も持ちません。まずは「自分の意識を変えること。」こ

れによって行動が変わり、習慣が変わり、と、自分がなしえなかった成果を積み
上げていきます。すると運命の歯車が動き出し、人生が開けていくのです。	
　ただ、言われるがまま「学習をする。」ことは、ひょっとしたらいまでもできている
のかもしれません。しかしながら、「どんな高い意識を持って取り組むか。」によっ
て、皆さんの運命、人生が変わっていくのです。	
　６月は、いよいよこれまで学んできた成果を出し切る「定期考査」があります。

がんばりましょう	

　中学部では月曜日、水曜日、金曜日は一緒に食事をする日としています。定期考査・メル校デー
「ワトルタイム」の準備など、すべきことの締め切りが迫ってきます。しかし、こうしてみんなで肩寄
せ合って食事をすると、なんだか楽しい気分になります。	
　「日照りの時に、水のありがたさがわかる。本当に悩み苦しい時に、友のありがたさがわかる。」
というモンゴルの諺（ことわざ）がありますが、まさにそれを実感している時でもあります。	
	

　６月１２日（金）の、G７、G８授業参観会、並びにG９進路説明会に足をお運びいただき、ありがとうございました。生徒たちの
学ぶ姿、進路に向けた思いはいかがお感じになりましたでしょうか。	  
　私たち中学部職員も、保護者の皆さんと力を合わせてより良い進路・生き方を共に考え、作り上げていく決意でおります。こ
の機会にとどまらず、是非とも、気になることやお困りのことがありましたら、遠慮なくメルボルン日本人学校・中学部にご相
談ください。	  

　メルボルン日本人学校３０周年記念の壁画制作がスタートしました。まずは３０周年の表示か
ら筆入れをしました。校舎西側外水道の上にあたる広いスペースに描きます。	  
　児童・生徒に生徒会長から呼びかけて、壁画の下絵を募集しました。現在は、募集した下絵
の中から候補を挙げ、全体図をどのようにしていくかを検討している最中です。	  
　３０周年記念式典に間に合わせようと、児童・生徒たちの共同作業が地道に、それでいて確実

に進んでいきます。是非期待していてください。	  

６月１２日（金）は、小林悟也さんが最終登校日でした。G８の生徒を中心
にささやかなお別れ会をしました。最後にはG７、G９の仲間たちとの記
念撮影も行いました。小林さんとのメル校での思い出は、みんなの宝物
です。本当にありがとうございました。	  


